
東
管
協
組
出
品
者
会
議
を
開
催

製
品
Ｐ
Ｒ
へ
積
極
的
な
活
用
を

流
域
水
循
環
で
７
計
画
を
認
定

内
閣
官
房

事
務
局
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進

東
京
都
管
工
事
工
業
協
同
組
合
（
宮
崎
文
雄
理
事
長
）
は
８
月
１９
日
、
東
京
・
港
区
の
明
治
記
念
館
で
第
５４
回

管
工
機
材
・
設
備
総
合
展
の
出
品
者
会
議
を
開
催
し
た
。
１０
月
に
予
定
し
て
い
る
同
展
で
１
３
３
社
・
団
体
に
よ

る
３
４
３
・
５
小
間
が
確
定
し
た
こ
と
か
ら
開
催
要
項
や
実
施
細
則
な
ど
を
説
明
し
、
全
体
で
確
認
す
る
と
と
も

に
、
同
展
の
成
功
へ
意
欲
を
新
た
に
し
た
。
席
上
、
宮
崎
理
事
長
は
３
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
出

展
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
製
品
Ｐ
Ｒ
の
貴
重
な
機
会
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。

第
５４
回
設
備
総
合
展
は

「
省
エ
ネ
で
地
球
守
る
、
環

境
に
優
し
い
設
備
展
」
を
テ

ー
マ
に
１０
月
１９
〜
２１
日
の
３

日
間
、
東
京
・
港
区
の
都
立

産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
浜
松
町

館
で
開
催
す
る
。
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
た

初
の
競
技
イ
ベ
ン
ト

を
は
じ
め
千
葉
県
銚

子
市
と
長
野
県
の
物

産
展
な
ど
も
併
催

し
、
多
数
の
来
場
が

見
込
ま
れ
る
。

当
日
の
会
議
に
は

メ
ー
カ
ー
・
商
社
な

ど
関
係
者
約
１
５
０

名
が
出
席
、
東
管
協

組
の
鳥
居
聡
単
契
・
事
業
課

長
の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。

冒
頭
、
宮
崎
理
事
長
が
あ
い

さ
つ
に
立
ち「
管
工
機
材
・
設

備
総
合
展
は
昭
和
４１
年
の
第

１
回
か
ら
数
え
て
５４
回
目
と

な
る
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
一

大
イ
ベ
ン
ト
だ
。
製
・
工
・

販
の
出
会
い
の
場
と
し
て
貴

重
な
役
割
を
果
た
し
、
業
界

の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
。

と
く
に
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
で

も
経
済
活
動
の
活
性
化
へ
盛

り
上
が
り
を
み
せ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

皆
さ
ま
も
製
品
Ｐ
Ｒ
が
十
分

で
き
な
か
っ
た
と
思
う
が
、

こ
の
貴
重
な
機
会
を
大
い
に

活
用
し
て
ほ
し
い
。
今
回
は

１
３
３
社
・
団
体
に
３
４
３

・
５
小
間
の
出
展
申
し
込
み

を
い
た
だ
き
、
旺
盛
な
製
品

開
発
と
市
場
開
拓
の
意
欲
に

敬
意
を
表
す
る
。
わ
れ
わ
れ

も
皆
さ
ま
の
熱
意
に
応
え
る

よ
う
最
大
限
努
力
す
る
。
設

備
展
が
新
た
な
出
発
点
と
し

て
業
績
向
上
に
つ
な
が
る
こ

と
を
祈
念
す
る
」と
述
べ
、全

面
的
な
協
力
を
要
請
し
た
。

続
い
て
実
行
委
員
長
を
務

め
る
岩
野
隆
一
副
理
事
長
が

「
実
行
委
員
会
は
昨
年
９
月

か
ら
準
備
を
始
め
、
多
く
の

ご
協
賛
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
。
設
備
展
は
優
れ
た

技
術
と
商
品
知
識
を
学
び
、

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

く
絶
好
の
出
会
い
の
場
だ
。

豊
か
で
環
境
に
配
慮
し
た
生

活
空
間
の
創
造
に
寄
与
し
た

い
。
で
き
る
だ
け
多
く
の

方
々
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ

う
関
東
近
県
関
連
団
体
へ
の

参
加
要
請
や
福
引
抽
選
券
付

き
招
待
券
の
配
布
を
行
っ

た
。
ま
た
新
企
画
と
し
て
配

管
関
連
の
競
技
イ
ベ
ン
ト
や

実
演
を
行
う
。
物
産
展
や
ゴ

ル
フ
用
品
バ
ー
ゲ
ン
も
併
催

し
、
素
晴
ら
し
い
展
示
会
と

な
る
よ
う
万
全
を
期
す
」
と

力
強
く
決
意
を
表
明
し
た
。

こ
の
あ
と
宮
城
美
貴
男
専

務
理
事
と
関
係
業
者
ら
が
開

催
要
領
や
実
施
細
則
に
つ
い

て
説
明
し
、
保
科
悟
実
行
副

委
員
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ
で

締
め
く
く
っ
た
。

内
閣
官
房
水
循
環
政
策
本

部
事
務
局
は
８
月
１７
日
、
水

循
環
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

新
た
に
南
三
陸
海
岸
流
域
水

循
環
計
画
な
ど
７
計
画
を
流

域
水
循
環
計
画
と
し
て
認
定

し
た
。
健
全
な
水
循
環
の
構

築
へ
国
土
交
通
省
の
交
付
金

な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
流
域

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し
て

い
く
。

流
域
水
循
環
計
画
は
流
域

水
循
環
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
意

見
を
踏
ま
え
、
全
国
の
地
方

公
共
団
体
が
策
定
し
た
水
循

環
に
関
す
る
計
画
を
認
定
。

健
全
な
水
循
環
の
維
持
・
回

復
へ
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

普
及
促
進
と
地
域
活
動
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

今
回
は
新
規
４
計
画
・
改

定
３
計
画
の
計
７
計
画
を
認

定
し
た
。
具
体
的
に
は
宮
城

県
の
南
三
陸
海
岸
流
域
水
循

環
計
画
と
阿
武
隈
川
流
域
水

循
環
計
画
、
福
島
県
の
「
水

と
の
共
生
」
プ
ラ
ン
、
に
か

ほ
市
の
に
か
ほ
市
水
循
環
基

本
計
画
、
高
砂
市
の
第
２
次

高
砂
市
環
境
基
本
計
画
改
訂

版
の
一
部
、
千
葉
県
の
印
旛

沼
流
域
水
循
環
健
全
化
計
画

・
第
３
期
行
動
計
画
、
安
曇

野
市
の
安
曇
野
市
水
循
環
基

本
計
画
・
同
行
動
計
画
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
で
流
域
水

循
環
計
画
は
全
国
で
計
６５
計

画
と
な
る
。

新
た
に
認
定
さ
れ
た
４
計

画
に
は
学
生
の
提

案
を
受
け
て
水
循

環
に
関
す
る
取
り

組
み
か
ら
地
域
振

興
を
め
ざ
す
な
ど

新
し
い
視
点
が
取

り
入
れ
ら
れ
た
も

の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た

改
定
計
画
に
は
流
域
治
水
や

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
な
ど
近

年
の
水
循
環
施
策
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
計
画
に
基
づ
く

各
種
事
業
に
は
国
交
省
の
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
や

防
災
・
安
全
交
付
金
が
配
分

さ
れ
る
予
定
だ
。
健
全
な
水

循
環
に
向
け
て
地
域
に
お
け

る
取
り
組
み
の
一
層
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
る
。

宮崎理事長

明治記念館に約１５０名集う

岩野実行委員長
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